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平
成
二
十
七
年
度
補
正 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
関
係 

 
 

 
 

 

予
算
の
概
要
に
つ
い
て 

 

 

小
須
戸
商
工
会  

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

恒
例
の
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
一
月
二
十

一
日(

木)

小
須
戸
商
工
会
館
に
お
い
て
、

熊
倉
淳
一
秋
葉
区
長
、
市
議
会
議
員
は
じ

め
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
方
々
を
ご
来

賓
に
お
迎
え
し
、
大
勢
の
会
員
事
業
所
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

第
一
部
の
新
春
経
済
講
演
会
で
は
、
山

口
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
財

団
法
人
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
理
事 

佐
藤
孝
一 

様
よ
り
「
景
気
の
行

方
と
今
後
の
企
業
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
蔵
町
五
「
は

り
ま
家
」
に
移
し
、
第
二
部
の
新
年
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
、
木

村
会
長
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り

大
企
業
が
堅
調
に
収
益
を
改
善
す
る
な
か
、

多
く
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

政
府
は
「
地
方
創
生
」
並
び
に
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
と
、
矢
継
ぎ
早
に
経
済
政
策

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
年
こ
そ
本
格
的
な
景
気
回
復
が

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
商
工
会
に
お
い
て
は
、
昨

年
、
各
個
店
の
売
上
増
加
を
図
る
た
め
に

「
小
須
戸
ま
ち
め
ぐ
り
ク
ー
ポ
ン
券
」
の

発
行
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
商
品
券
が
も

ら
え
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
、

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
。
新
年
度
も
新

た
な
企
画
と
し
て
「
小
須
戸
ま
ち
め
ぐ
り

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
商
工
会
は
、
地
域
経
済
の
発

展
と
会
員
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か

な
経
営
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
」
と
新
年
の
挨
拶
が
あ
り
、
出
席
者
に

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
熊
倉
淳
一
秋
葉
区
長
、
阿
部

松
雄
市
議
会
議
員
、
青
野
寛
一
市
議
会
議

員
、
栗
原
学
市
議
会
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

今
後
の
商
工
会
に
対
す
る
期
待
と
政
策
支

援
を
交
え
た
内
容
の
挨
拶
を
頂
戴
し
、
次

に
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
、
藤
井
総
務
委
員

長
の
開
宴
の
挨
拶
の
後
、
山
田
道
夫
新
津

商
工
会
議
所
副
会
頭
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声

を
い
た
だ
き
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。 

               

会
場
内
は
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
参

加
者
や
、
新
し
い
年
に
向
け
て
の
抱
負
を

語
り
あ
う
光
景
な
ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
祝
賀
会

と
な
り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日
、
平
成
二

十
七
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 

本
予
算
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
の
生

産
性
向
上
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
し
た
中
小
企

業
の
海
外
展
開
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化
・
新
陳
代

謝
の
促
進
、
事
業
環
境
を
整
備
、
税
制
改

正
で
事
業
活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
各

種
支
援
に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

紙
面
の
都
合
上
、
商
工
会
が
関
係
す
る

予
算
に
つ
い
て
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
支
援 

 

○
販
路
開
拓
等
（
持
続
化
補
助
金
等
） 

 

＊
小
規
模
事
業
者
支
援 

 
 
 
 
 
 
 
 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業 

【
概
要
】 

 

小
規
模
事
業
者
（
従
業
員
数
が
二
十
名

以
下
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
名
以

下
）
が
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
一

２月の 

花 
 
梅 
 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 
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商
工
会
・
青
色
申
告
会
に
よ
る 

決
算
申
告
相
談
会
の
ご
案
内 

新
潟
県
労
務
セ
ミ
ナ
ー
の 

 
 

 
 

 
 

 

開
催
に
つ
い
て 

体
と
な
っ
て
実
施
す
る
販
路
開
拓
の
取

組
を
支
援
し
ま
す
（
持
続
化
補
助
金
）
。 

【
補
助
金
額
】 

 

一
件
あ
た
り
五
十
万
円
上
限 

 
 
 
 
 
 

（
補
助
率
三
分
の
二
） 

 

※
雇
用
者
の
増
加
や
買
い
物
弱
者
対
策
、

海
外
展
開
に
取
り
組
む
場
合
、
一
件
あ

た
り
の
上
限
額
が
百
万
円
と
な
り
ま
す
。 

【
取
組
内
容
】 

 
 

販
路
開
拓
用
の
チ
ラ
シ
作
成
、
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
制
作
、
集
客
力
を
高
め
る

た
め
の
設
備
導
入
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
な
ど
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。 

○
資
金
繰
り
支
援
（
マ
ル
経
融
資
） 

 

＊
経
営
改
善
資
金
融
資
事
業 

【
概
要
】 

 

商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

受
け
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
小
規
模

事
業
者
は
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
利

で
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
貸
付
限
度
額
】 

 

二
千
万
円 

【
利
率
】 

 

一
．
一
五
％
（
二
月
一
日
現
在
） 

※
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
情
報
提

供
が
あ
り
次
第
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
も
小
須
戸
商
工
会
と
小
須
戸
青
色

告
会
共
催
で
、
税
理
士
に
よ
る
決
算
申
告

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

無
料
で
す
の
で
是
非
、
ご
利
用
下
さ
い
。 

◎
日 

時
…
平
成
二
十
八
年 

二
月
二
十
四
日(

水) 

三
月 

 

二
日(

水
） 

三
月 

 

十
日(

木
） 

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時 

◎
会 

場
…
小
須
戸
商
工
会
館 

◎
相
談
員
…
関
東
甲
信
越
税
理
士
会 

新
津
支
部 

派
遣
税
理
士 

江
畠 

秀
世 

先
生 

☆
ご
相
談
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

商
工
会
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。 

☆
原
則
、
事
業
所
得
等
の
決
算
書
が
完
成

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

【
お
問
合
せ
・
申
込
み
は
商
工
会
へ
】 

◇
平
成
二
十
七
年
分
確
定
申
告
・
納
付
期

限
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
所
得
税 

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日(

火)  

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税  

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日(

木)  

※
振
替
納
税
ご
利
用
の
場
合
、
所
得
税
の

振
替
日
は
四
月
二
十
日(

水)

、
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は
四
月
二

十
五
日(

月)

で
す
。 

税
金
の
納
付
に
は
便
利
な
振
替
納
税
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。  

◇
手
続
き
は
、
金
融
機
関
の
届
出
印
と
口

座
番
号
を
ご
用
意
の
上
、
商
工
会
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
潟
県
で
は
、
事
業
主
の
皆
様
を
対
象

と
し
た
労
務
管
理
の
改
善
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
年
次
有
給
休
暇
」
で
す
。
近
年
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化
に
関
す
る

法
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
、

働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
向
け
た
取
組
が

企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
企
業
の
労
務
管
理
に
精
通
し

た
特
定
社
会
保
険
労
務
士
を
講
師
に
迎
え
、

関
係
法
令
の
開
設
や
具
体
的
事
例
の
紹
介

な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
の
年
次
有
給
休
暇

に
つ
い
て
の
対
応
方
法
を
説
明
し
ま
す
。 

【
日 

時
】 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
六
日(

火) 

 
 
 

午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分 

【
会 
場
】 

 

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

 

（
新
潟
市
中
央
区 

 
 
 
 
 

女
池
南
三
丁
目
一
番
二
号
） 

【
内
容
】 

・
長
時
間
労
働
の
リ
ス
ク 

・
年
次
有
給
休
暇
制
度
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例

と
Ｑ
＆
Ａ 

・
年
次
有
給
休
暇
の
強
制
取
得
制
度
（
国

会
審
議
中
） 

・
今
後
重
要
度
を
増
す
計
画
的
付
与 

・
時
間
単
位
年
休
と
半
日
単
位
年
休 

・
年
休
の
取
得
促
進
事
例 

【
講
師
】 

 

新
潟
県
労
働
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

特
定
社
会
保
険
労
務
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本 

誠 

氏 

【
対
象
者
】 

 

新
潟
県
内
事
業
所
の
事
業
主 

 

総
務
担
当
者
な
ど 

【
参
加
費
】
無
料 

【
定
員
】
百
八
十
名 

 
 
(

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切) 

【
申
込
方
法
】 

 

申
込
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
商
工

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
】 

 

新
潟
地
域
振
興
局 

企
画
振
興
部 

労
政
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
‐
二
三
一
‐
八
一
七
一 

 
 
 
 

〇
二
五
‐
二
三
一
‐
八
一
七
二  
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